
中
国
書
道
史
（
秦
・
漢
）
を
学
ぶ
た
め
に

岡
　
　
村
　
　
　
　
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
が
不
明
瞭
な
箇
所
の
理
解
を
得
る
た
め
に
清
代
・
呉
昌
碩
の
臨
書
し
た
石
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
の
課
題
で
は
比
較
的
質
朴
な
書
風
で
古
隷
の
一
派
に
分
類
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
新
潟
大
学
書
道
科
の
漢
字
実
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
骨
子
は
、
　
「
漢
字
実
習
　
　
が
多
い
石
門
類
を
学
び
、
八
分
書
と
は
別
趣
の
原
始
的
な
美
に
触
れ
、
一
方
木

　
　
1
」
に
お
い
て
楷
書
、
　
「
漢
字
実
習
n
」
で
は
行
書
、
　
「
漢
字
実
習
m
」
は
草
　
　
簡
で
は
肉
筆
が
吐
露
す
る
漢
人
の
息
吹
を
看
取
す
る
こ
と
を
学
習
目
標
と
す
る
。

　
　
書
を
、
　
「
漢
字
実
習
N
」
で
は
笈
書
・
隷
書
に
つ
い
て
代
表
的
な
古
典
を
取
り
　
　
　
上
記
の
内
容
に
沿
っ
て
講
義
を
行
う
際
、
学
生
が
周
知
す
る
関
係
資
料
が
非

　
　
上
げ
、
臨
書
を
中
心
と
し
た
学
習
を
行
う
。
こ
の
う
ち
私
が
担
当
し
て
い
る
の
　
　
常
に
狭
く
乏
し
い
こ
と
が
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
は
「
漢
字
実
習
W
」
で
あ
る
。
臨
書
を
通
し
て
二
体
の
基
本
的
な
用
筆
法
を
習
　
　
市
販
の
所
謂
「
法
帖
」
が
底
本
と
し
て
用
い
る
原
拓
に
は
、
各
出
版
社
に
ょ
っ

　
　
得
し
、
鑑
賞
眼
を
養
い
、
そ
し
て
関
連
す
る
歴
史
資
料
へ
の
認
識
を
深
め
る
こ
　
　
て
精
粗
が
み
ら
れ
、
中
に
は
佳
拓
と
い
え
な
い
も
の
を
仕
上
り
の
よ
く
な
い
オ

　
　
と
を
学
習
目
標
の
支
柱
と
定
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ
っ
て
影
印
し
た
、
手
習
い
に
は
不
向
き
な
図
書
を
刊
行
、

　
　
　
講
義
計
画
を
略
述
す
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
さ
せ
て
い
る
例
も
、
け
っ
し
て
少
く
は
な
い
。
た
だ
し
そ
の
よ
う
な
例
も
、

　
　
　
一
、
秦
漢
書
道
史
　
時
代
背
景
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
目
的
に
よ
っ
て
は
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
二
、
曹
全
碑
．
張
遷
碑
の
臨
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
義
で
取
り
扱
う
六
種
の
古
典
は
、
何
れ
も
高
等
学
校
芸
術
科
「
書
道
」
の

　
　
三
、
禮
器
碑
．
石
鼓
文
の
臨
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
科
書
中
、
頻
繁
に
登
場
す
る
も
の
ば
か
り
と
い
え
る
。
卒
業
後
の
こ
と
を
考

　
　
四
、
石
門
頚
．
木
簡
の
臨
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
も
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
基
本
的
な
参
考
図
書
・
工
具
書
類
の
知
識
は
必
須

　
　
で
あ
る
。
評
価
方
法
は
主
に
半
紙
の
提
出
物
に
よ
る
。
一
一
か
ら
四
ま
で
、
↓
年
　
　
の
も
の
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
ま
た
、
古
典
の
背
景
に
流
れ
る
書
道
史
の
大
綱
を

　
　
間
に
三
回
の
作
品
提
出
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
曹
全
碑
（
一
八
五
）
と
張
遷
碑
（
一
八
六
）
と
で
は
、
わ
ず
か
一
年
違
い
の
　
　
　
本
稿
で
は
、
中
国
書
道
史
に
お
け
る
と
く
に
秦
・
漢
代
に
つ
き
、
最
低
限
の

　
　
紀
年
な
が
ら
碑
面
に
窺
う
書
風
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
つ
ま
り
こ
れ
を
併
習
す
　
　
事
項
を
概
述
し
、
そ
し
て
使
用
頻
度
の
高
い
図
書
・
工
具
書
の
紹
介
を
行
う
。

　
　
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
碑
の
書
風
が
多
様
で
一
碑
一
面
貌
と
い
わ
れ
る
所
以
を
理
　
　
こ
れ
が
書
道
科
教
材
研
究
の
一
端
に
資
す
る
も
の
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な

　
　
解
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
紹
介
資
料
は
、
本
学
の
図
書
館
、
研
究
室
、
教
員
個
人
の
蔵
書
等
か
ら
選
び
、

　
　
　
三
、
で
は
八
分
書
の
総
括
と
し
て
禮
器
碑
を
取
り
上
げ
る
。
寡
書
古
典
で
は
、
　
　
学
生
が
実
際
に
過
眼
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
を
主
と
し
て
列
記
し
た
。

9
2
@
　
文
字
数
が
多
い
刻
石
の
最
古
の
類
に
属
す
石
鼓
文
を
学
習
す
る
。
そ
の
際
、
点



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
気
賀
澤
保
規
「
中
国
新
出
石
刻
関
係
資
料
目
録
」
　
（
『
書
論
』
第
十
八
．
ニ

ユ

9
　
秦
代
の
概
観
　
　
　
　
　
　
が
射
崖
蘇
誌
ガ
大
学
教
養
部
紀
要
』
三
四
⊥
）
・
『
明
治

鱗
惣
羅
騨
糖
蘇
縢
附
籍
縷
雑
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
（
第
唾
冊
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
．

p
趙
と
並
び
七
讐
な
る
・
前
二
三
年
、
つ
い
に
は
戦
国
の
世
を
平
ら
げ
た
人
　
秦
の
七
石
．
嚢
の
代
喬

灘
簾
纏
舶
鷲
雛
鷲
肛
麟
籠
蕊
驚
謡
＝
一
泌
山
知
難
列

ダ
国
家
の
樹
立
・
②
諸
子
百
家
・
異
論
者
を
排
す
る
茎
日
坑
儒
に
み
る
思
想
統
制
。
③
麟
ム
・
刻
石
（
前
二
九
）
山
東
省
諸
城

蜘
③
麗
．
蜀
．
麟
の
標
準
器
の
制
定
．
④
使
用
文
字
の
統
一
、
制
限
等
で
あ
る
．
⑤
④
犠
硫
魏
岬
無
福
山

購
　
文
字
の
埜
　
　
　
　
　
　
⑦
⑥
鍛
謡
三
胚
繭
砒
難

轍
み
え
る
・
こ
こ
で
・
前
代
の
孝
姦
理
し
た
小
箋
秦
笈
）
が
登
場
す
る
わ
　
ー

獄
け
で
あ
る
・
な
お
『
説
文
解
字
』
の
読
解
を
助
け
る
参
考
文
献
と
し
て
、
『
中
　
碧
中
の
実
用
書

新
国
麟
鞭
畿
親
撫
刊
翫
雛
難
麺
襲
は
・
そ
れ
に
比
べ
て
こ
の
時
代
の
箋
の
書
に
は
、
蔓
の
遅
速
・
緩
誘

①
難
叢
磯
』
（
商
務
印
、
．
鰹
一
九
四
一
年
『
石
刻
資
難
雛
糧
購
舞
縫
鷺
憾
監
そ
掴



　
　
　
に
二
世
皇
帝
の
発
し
た
詔
を
追
記
し
た
二
種
が
あ
る
。
陶
製
で
銘
文
を
四
字
ず
　
　
　
一
年
。
翻
訳
・
み
す
ず
書
房
）

　
　
　
つ
型
押
し
し
た
器
も
存
在
す
る
。
別
に
、
詔
版
も
作
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
②
『
書
論
』
第
二
五
号
「
秦
の
刻
石
」
（
書
論
編
集
室
、
一
九
八
九
年
）

　
　
　
総
じ
て
こ
れ
ら
に
は
、
硬
質
に
刻
入
す
る
ゆ
え
の
直
線
化
や
陶
器
に
型
押
し
　
③
「
秦
の
始
皇
帝
と
そ
の
時
代
展
」
（
世
田
谷
美
術
館
、
日
本
放
送
協
会
等
、

　
　
　
し
た
豊
肥
な
線
質
の
も
の
、
大
量
製
産
上
、
転
折
部
や
点
画
の
接
合
部
で
の
不
　
　
　
一
九
九
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
即
不
離
の
間
の
取
り
方
か
ら
生
じ
る
草
率
感
を
覚
え
る
。
一
様
に
み
え
る
石
刻
　
④
『
秦
漢
金
文
彙
編
』
（
上
海
書
店
、
一
九
九
七
年
）

　
　
　
の
厳
粛
さ
に
対
し
て
開
放
的
な
姿
態
の
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
秦
国
文
字
の
定
　
　
　
②
は
文
字
通
り
金
石
文
に
絞
っ
た
内
容
で
、
③
は
同
標
題
で
開
催
さ
れ
た
特

　
　
着
化
は
一
応
成
功
し
た
よ
う
だ
が
、
一
方
で
は
早
く
も
書
写
の
用
途
の
如
何
に
　
　
別
展
観
の
図
録
。
次
い
で
肉
筆
資
料
に
つ
い
て
は
、

　
　
よ
り
書
体
．
書
風
の
分
化
が
進
ん
で
い
た
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
⑤
「
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
概
述
」
（
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
六
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
・
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
　
（
文
物
出
版
社
、

こ
　
　
　
　
新
出
．
日
常
の
肉
筆
資
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
）

鋤
毛
五
年
に
湖
北
省
雲
夢
睡
虎
地
第
±
。
萎
り
発
見
さ
れ
た
＝
。
馨
⑥
⑤
騰
醐
駒
讐
而
鰻
麹
韓
裟
騨
耽

艀
○
余
り
の
竹
簡
よ
り
、
秦
代
の
日
常
筆
写
体
の
存
在
が
ク
〒
ズ
ア
・
プ
さ
れ
は

側
爵
搬
鮮
轄
鞘
雑
韓
倍
難
雛
嚢
ガ
⑦
鰻
．
．
．
』
二
七
二
号
「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
」
（
東
洋
垂
．
道
協
、
『
一
九
八
三

榛
　
　
較
し
て
、
こ
れ
を
後
世
の
隷
書
に
属
す
る
書
体
が
混
在
し
て
い
る
と
み
る
向
き
　
　
⑧
永
田
英
正
著
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
附
篇
「
雲
夢
秦
簡
の
発
見
と
中
国
の
研

史
　
　
が
強
い
。
隷
書
の
起
源
や
変
遷
を
窺
う
貴
重
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
、
と
く
に
　
　
　
究
」
　
（
同
朋
舎
、
一
九
八
九
年
）

韻
暴
隷
L
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
．
　
　
　
　
　
⑨
『
書
道
研
究
』
暴
漢
の
肉
筆
の
研
究
L
（
美
術
新
聞
社
」
九
九
。
⊥
二
）

咽
　
と
．
」
ろ
で
先
の
『
説
文
解
字
』
の
叙
に
は
、
秦
に
八
体
が
あ
っ
た
と
い
う
。
　
に
ま
と
ま
っ
た
論
考
が
掲
整
れ
て
い
る
。

　
　
そ
の
大
半
が
用
途
に
よ
る
呼
び
分
け
だ
が
、
書
体
の
名
と
し
て
は
「
隷
書
」
が
　
　
　
こ
れ
ら
肉
筆
の
み
な
ら
ず
、
書
体
の
変
遷
や
職
官
制
の
変
遷
を
窺
う
資
料
と

　
　
含
ま
れ
て
嚇
る
。
同
書
に
は
「
…
…
大
い
に
吏
卒
を
発
し
官
獄
の
職
務
繁
な
り
。
　
　
し
て
、
近
年
一
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
秦
代
の
封
泥
（
注
1
）
が
発
見
さ
れ
、
学

　
　
初
め
て
隷
書
有
り
て
、
以
て
約
易
に
趣
き
、
而
し
て
古
文
は
此
れ
由
り
絶
え
ぬ
。
」
　
　
会
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
最
新
の
情
報
、
研
究
成
果
を

　
　
と
も
記
し
て
い
る
。
約
易
と
は
早
書
き
の
た
め
に
簡
略
化
に
向
か
う
意
で
、
通
　
⑩
「
新
発
現
秦
封
泥
研
究
論
文
集
」
（
『
西
北
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、

　
　
俗
的
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
文
献
上
の
記
述
を
裏
付
け
る
資
料
の
登
場
を
み
た
わ
　
　
　
一
九
九
七
年
第
一
期
）

　
　
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
報
告
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

主
な
参
考
文
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
代
の
概
観

9
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@
国
家
計
量
総
局
主
編
『
中
国
古
代
度
量
衡
図
集
』
（
文
物
出
版
社
、
死
八
　
秦
国
は
二
代
＋
五
年
で
崩
壊
し
・
次
代
の
為
政
者
は
項
羽
と
覇
を
競
っ
た
劉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
せ
つ
ふ
ん
だ
ん
こ
く
せ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
し
こ
う
こ
く
せ
き
　
　
き
ん
き
ょ
う
け
ん
し
ゅ
つ
ど
ざ
ん
せ
き

8
9
@
　
邦
（
前
二
四
七
～
前
一
九
五
）
が
帝
位
に
就
き
、
高
祖
に
推
さ
れ
、
四
百
年
以
　
　
　
刻
沼
に
な
①
居
摂
墳
壇
刻
石
（
二
種
）
②
莱
子
侯
刻
石
③
金
郷
県
出
土
残
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
っ
へ
し
た
い
し
ん
く
ん
じ
ゅ
き
ゅ
う
ぽ
だ
い
き

　
　
上
続
く
中
国
最
長
の
王
室
が
誕
生
し
た
。
ひ
と
口
に
漢
と
い
っ
て
も
前
漢
（
前
　
　
④
欝
平
大
サ
君
儒
久
墓
題
記
（
二
種
）
等
が
知
ら
れ
る
。
わ
ざ
と
手
間
の
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ゅ
う
て
ん

　
　
二
〇
六
～
八
）
、
後
漢
（
二
五
～
二
二
〇
）
に
分
か
れ
、
ま
た
間
に
は
短
命
な
　
　
る
装
飾
的
な
寡
書
（
　
寡
風
）
を
用
い
た
①
④
や
、
②
③
の
よ
う
に
肉
筆
資
料

年
　
　
が
ら
新
国
が
存
在
し
た
。
前
漢
は
都
を
長
安
（
現
．
西
安
）
に
、
後
漢
は
洛
陽
　
　
で
全
盛
を
迎
え
て
い
た
八
分
を
施
さ
な
い
古
隷
風
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

　

9
9
@
　
に
定
め
た
の
で
、
各
々
を
西
漢
・
東
漢
と
も
呼
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
代
の
モ
ー
ド
を
復
古
調
と
捉
え
る
説
が
あ
る
。

1　
　
　
前
漢
に
は
前
代
の
延
長
線
上
に
あ
る
書
体
・
書
風
の
簡
順
や
吊
書
等
肉
筆
資
　
　
　
前
漢
と
新
の
刻
石
に
つ
い
て
は
、

蜴
料
が
豊
富
で
、
石
刻
類
が
少
い
。
そ
れ
が
後
漢
に
入
る
と
反
対
に
、
石
刻
に
多
・
徐
森
玉
「
西
漢
石
刻
文
字
初
探
」
（
『
文
物
』
一
九
六
四
年
五
期
所
収
）

第
　
　
様
な
書
式
、
書
体
、
書
風
が
目
立
ち
、
立
碑
が
流
行
す
る
。
横
画
に
波
状
の
装
　
　
に
代
表
的
遺
例
の
紹
介
が
み
ら
れ
る
。

要
　
　
飾
的
表
現
、
波
礫
を
加
味
し
た
八
分
書
は
、
既
に
前
漢
の
木
簡
に
完
成
さ
れ
た

　獅
　
姿
を
示
す
が
、
そ
の
刻
石
上
で
の
定
着
お
よ
び
極
限
美
を
示
す
程
の
進
展
は
、
　
　
　
　
後
漢
の
刻
石

廟
後
漢
期
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
芳
、
石
質
や
地
域
性
に
よ
り
波
勢
（
波
礫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
ろ
く

タ
　
　
を
も
た
な
い
素
朴
な
風
趣
も
み
ら
れ
、
別
に
古
隷
と
称
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
碑
で
は
碑
文
末
部
に
、
孔
宙
碑
（
一
六
四
）
は
「
嘉
石
を
采
り
銘
を
勒
し

ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
後
に
示
し
」
　
「
永
く
不
刊
を
矢
い
億
載
声
を
揚
げ
ん
」
　
（
1
不
刊
と
は
摩
滅

鱒
　
　
前
漢
の
刻
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
い
の
立
．
心
）
、
張
灘
（
天
六
）
で
は
「
是
に
於
て
石
に
刊
し
表
を
竪
て
、

究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銘
は
萬
載
に
勒
せ
ら
る
」
等
と
あ
り
、
当
時
佳
石
を
選
び
銘
文
を
永
遠
に
遺
そ

噺
　
現
存
す
る
も
の
で
ぽ
と
ま
っ
た
銘
彦
有
す
る
例
は
僅
少
で
あ
る
・
①
う
と
立
碑
し
た
様
子
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
・

骸
欝
壕
難
謝
獣
難
肇
馨
③
蜜
蕎
塾
馨
三
種
）
④
甘
泉
山
　
立
碑
が
と
乏
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
桓
帝
（
在
位
西
至
六
七
）
と

教
　
　
刻
石
（
広
陵
中
殿
刻
石
）
⑤
楊
量
買
山
記
⑥
魯
孝
王
刻
石
（
五
鳳
二
年
刻
石
）
　
　
次
の
霊
帝
（
在
位
一
六
八
～
一
八
九
）
の
治
世
で
、
完
成
さ
れ
た
八
分
体
の
名

服
⑦
購
蔀
弩
⑧
，
対
。
灘
雌
誠
際
獲
奪
を
挙
げ
る
・
⑤
か
ら
⑧
は
馨
の
品
が
登
場
す
る
・
し
か
も
一
碑
商
貌
と
称
賛
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
多
面
的
な
現

報
遺
風
も
認
め
ら
れ
る
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
馨
に
属
す
。
他
は
埜
日
の
筆
存
漢
碑
の
圭
日
風
の
分
類
に
つ
き
、
先
人
の
舌
、
で
は

科
　
　
法
も
混
在
し
た
笈
書
。
建
築
材
に
付
刻
し
た
も
の
、
用
途
不
明
の
刻
字
も
あ
る
。
　
　
　
朱
舞
尊
（
一
六
二
九
ー
一
七
〇
九
）
方
整
、
流
麗
、
奇
古
（
西
獄
華
山
廟
碑
・

燗
⑤
⑥
は
風
格
を
有
す
る
逸
品
で
臨
書
の
対
象
に
も
さ
れ
る
・
　
　
　
宋
拓
毒
懸
L
践
文
・
注
2
）

鮪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
樹
（
＝
ハ
六
八
⊥
七
四
三
）
雄
貞
渾
勲
方
整
（
『
虚
舟
鞍
』
禮

学
　
　
　
　
新
の
刻
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
碑
の
条
）
　
古
雅
、
方
整
、
清
痩
（
『
竹
雲
題
蹟
』
）

激
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
有
為
（
天
五
八
⊥
九
二
七
）
は
駿
爽
・
疎
宕
、
高
揮
豊
戊
、
華
興

新
　
　
　
葺
魏
が
建
国
主
の
新
は
・
短
期
間
な
が
ら
見
落
と
せ
な
い
存
在
で
あ
る
・
先
　
　
虚
和
・
凝
整
・
秀
韻
（
『
広
芸
舟
双
揖
』
本
漢
第
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
く
し
よ

　
　
の
『
説
文
解
字
』
に
こ
の
国
で
用
い
た
「
六
書
」
を
と
く
に
列
記
し
て
い
る
程
　
　
を
挙
げ
る
等
、
様
々
な
評
語
が
用
い
ら
れ
、
興
味
深
い
。
邦
人
で
も
こ
の
種
の

　
　
で
あ
る
。
主
に
用
途
別
に
文
字
の
呼
称
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
文
字
　
　
区
分
は
先
行
文
献
に
散
見
す
る
が
、
中
で
は
浦
野
俊
則
氏
「
漢
碑
の
分
類
と
書

　
　
を
使
用
す
る
舞
台
が
拡
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
」
　
（
『
不
手
非
止
』
六
号
所
収
）
に
、
製
作
目
的
に
よ
る
碑
刻
の
分
類
法
と



　
　
　
し
て
、
O
神
格
の
霊
験
を
頬
す
る
も
の
⇔
祖
廟
の
祭
祀
や
修
造
を
述
べ
る
も
の
　
　
　
全
体
は
十
行
、
行
十
四
字
か
ら
二
十
三
字
と
不
揃
い
な
字
詰
め
に
な
っ
て
い

　
　
　
⇔
個
人
の
徳
行
を
頬
す
る
も
の
⑳
土
木
事
業
の
完
成
を
記
念
す
る
も
の
㊧
そ
の
　
　
る
。
そ
れ
だ
け
に
各
文
字
の
背
丈
が
異
る
。
　
「
寧
」
　
「
延
」
　
「
焉
」
字
等
に
下

　
　
　
他
の
も
の
ー
と
項
目
を
挙
げ
て
碑
刻
を
あ
て
は
め
、
書
風
上
の
特
徴
を
記
述
し
　
　
垂
筆
が
み
ら
れ
、
笈
書
の
文
字
構
造
が
色
濃
い
。
た
だ
し
笈
書
の
長
脚
体
を
模

　
　
　
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倣
し
よ
う
と
し
た
の
み
な
ら
ず
、
模
様
の
よ
う
に
錯
綜
し
た
全
体
観
か
ら
か
ん

　
　
　
　
そ
も
そ
も
後
漢
の
立
碑
の
流
行
と
は
、
私
的
な
理
由
に
よ
る
建
立
の
増
大
で
　
　
が
え
る
と
、
単
調
さ
や
息
苦
し
さ
を
打
ち
破
る
た
め
臨
機
応
変
に
草
し
た
筆
者

　
　
　
あ
る
。
文
字
が
神
の
も
の
か
ら
官
権
の
象
徴
を
通
り
抜
け
、
人
間
の
も
の
へ
と
　
　
の
セ
ソ
ス
も
感
じ
ら
れ
る
。
冒
頭
の
「
（
元
）
初
四
年
」
の
「
年
」
字
に
懸
針

　
　
移
行
す
る
過
程
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
他
、
石
刻
の
形
状
や
性
質
か
　
　
の
勢
が
な
い
の
は
、
書
き
始
め
で
気
分
が
厳
粛
だ
っ
た
た
め
と
類
推
し
た
い
。

　
　
ら
、
碑
．
碍
．
摩
崖
．
墓
碑
．
石
閾
．
画
像
石
・
瓦
當
文
・
博
文
等
に
よ
る
分
　
　
③
石
門
頬
（
一
四
八
）
　
陳
西
省
漢
中
市
博
物
館

　
　
類
も
出
来
よ
う
。
金
石
資
料
で
は
璽
印
も
見
逃
せ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
刻
の
宝
庫
、
漢
中
石
門
の
岩
壁
に
刻
さ
れ
た
摩
崖
刻
石
で
、
現
在
は
岩
肌

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
は
ぎ
取
ら
れ
博
物
館
内
に
保
存
さ
れ
る
。
銘
文
は
道
路
工
事
竣
工
を
記
念

め
　
　
　
　
「
画
弩
張
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
作
っ
た
も
の
。
長
文
の
言
辞
中
「
升
」
「
南
二
二
R
」
「
陽
」
等
幾
つ
か
下
垂
の
筆

朧
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
が
散
り
ば
め
ら
れ
・
と
く
に
三
行
旦
高
祖
は
命
を
受
け
・
漢
中
に
興
る
L
の

艀
　
唐
．
孫
過
庭
の
著
し
た
「
圭
日
譜
」
の
第
二
篇
に
「
知
の
懸
針
垂
露
の
異
・
…
」
く
だ
り
の
「
命
」
は
、
二
字
分
程
ボ
リ
ュ
去
あ
る
線
で
引
か
れ
糞
色
の
筆

ー
　
　
と
あ
る
。
縦
画
の
抜
き
方
に
は
充
分
気
を
配
っ
た
ら
し
い
。
懸
針
と
は
縦
画
の
　
　
致
と
な
っ
て
い
る
。

模
筆
端
を
ま
っ
す
ぐ
に
引
き
、
或
い
は
止
め
、
垂
露
は
露
の
，
磯
の
如
く
縦
画
の
終
　
こ
の
「
年
」
字
に
対
し
例
》
兄
ば
響
覚
は
『
独
纂
金
石
文
字
孜
』
で
・

榛
　
　
筆
が
下
に
膨
ら
ん
だ
形
状
を
い
う
。
竹
木
簡
類
に
競
い
合
う
よ
う
に
変
化
多
端
　
　
　
「
蓋
し
国
家
の
景
命
延
長
な
ら
ん
こ
と
を
頒
す
る
意
を
寓
す
」
と
い
い
、
文
意

轍
雛
窮
鵬
蟹
獣
誘
薪
机
嗣
嚢
隙
撃
砂
抑
脳
籍
蘇
　
薔
鰹
騒
融
雛
毅
蒼
羅
謎
難
霞
雛
籏
爆
臨
』
軽
ダ

幅
由
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
写
す
無
あ
ら
ず
。
而
し
て
上
脚
を
引
い
て
長
か
ら
し
む
。
L
と
、
岩
肌
の
裂

　
　
①
魯
孝
王
刻
石
（
前
五
六
）
　
山
東
省
曲
阜
孔
廟
碑
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
を
避
け
る
た
め
の
表
現
だ
と
い
う
。

　
　
　
全
文
三
行
十
三
字
中
、
首
行
と
二
行
末
の
二
つ
の
「
年
」
字
の
縦
画
を
繰
り
　
　
　
不
思
議
に
も
、
石
門
頒
で
は
「
年
」
字
に
垂
筆
の
強
調
が
な
い
。
　
「
焉
」
字

　
　
返
し
の
ば
す
。
木
簡
中
「
年
」
字
は
確
か
に
頻
繁
に
強
調
画
を
盛
り
込
ん
で
い
　
　
に
つ
い
て
も
「
以
漢
誕
鳶
（
漢
を
以
て
氏
と
す
）
や
、
　
「
行
者
欣
然
焉
」
　
（
行

　
　
る
が
、
の
ば
し
て
い
な
い
字
も
ま
た
多
い
。
の
ば
し
た
文
字
の
配
置
が
問
題
で
、
　
　
く
者
は
欣
然
た
り
）
の
「
焉
」
に
は
縦
画
を
強
調
す
る
ポ
ー
ズ
が
あ
る
が
、

　
　
多
分
に
行
末
や
文
の
句
切
れ
目
で
大
胆
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
　
　
「
焉
可
具
言
」
　
貸
蔚
く
ん
ぞ
縣
罷
に
言
う
可
け
ん
や
）
の
「
焉
」
に
は
そ
れ
が
な
い
。

　
　
刻
石
の
場
合
も
、
配
字
か
ら
察
し
て
全
体
の
調
和
を
狙
い
、
簡
憤
で
盛
ん
だ
っ
　
　
他
字
の
例
を
み
て
も
、
文
の
途
中
で
は
縦
画
を
長
く
す
る
表
現
は
抑
え
ら
れ
て

　
　
た
垂
脚
の
筆
法
を
移
入
し
た
と
み
る
方
が
穏
当
だ
ろ
う
。
筆
端
が
垂
直
に
引
か
　
　
い
る
。
文
章
構
成
の
呼
吸
と
歩
を
合
わ
せ
表
現
の
強
弱
が
織
り
混
ざ
っ
て
い
る

　
　
れ
て
い
る
の
が
、
大
半
の
木
簡
と
の
違
い
だ
が
、
ま
た
こ
の
縦
画
の
み
に
目
立
　
　
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
　
　
つ
太
細
の
変
化
は
、
肉
筆
資
料
を
想
起
す
る
要
素
と
も
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
④
豹
孟
裾
概
融
軸
（
一
五
四
）
　
河
南
省
南
陽

8
8
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②
祀
三
公
山
碑
（
二
七
）
　
河
北
省
元
氏
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碑
身
中
央
部
「
蹴
」
の
真
下
、
　
「
永
興
二
年
」
の
「
年
」
字
を
の
ば
す
の
は
、

五
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7
　
　
か
な
り
目
立
つ
表
現
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
針
・
垂
露
に
比
べ
波
礫
（
波
勢
）
を
一
気
に
引
く
も
の
は
顧
み
ら
れ
る
こ

8
　
　
⑤
張
景
造
土
牛
碑
（
一
五
九
）
　
河
南
省
南
陽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
少
い
が
、
ど
ち
ら
も
書
き
手
が
自
由
に
意
志
的
に
書
き
分
け
た
所
産
で
、

　
　
　
曹
全
碑
（
一
八
五
）
を
彷
彿
さ
せ
る
円
熟
し
た
八
分
隷
で
配
字
も
縦
横
整
然
　
　
多
岐
に
及
ぶ
漢
碑
の
書
風
で
も
「
一
画
を
弩
張
す
る
も
の
」
と
で
も
称
し
て
分

年
　
　
と
揃
う
。
全
文
十
二
行
、
十
行
目
「
府
」
字
の
縦
画
を
今
ま
で
紹
介
し
た
筆
致
　
　
類
出
来
よ
う
。

螂
　
　
と
は
異
り
、
左
へ
抜
き
払
い
簡
績
と
近
似
し
た
用
筆
法
を
と
っ
て
い
る
。
一
般
　
　
　
例
え
ば
瓦
當
文
で
は
、
円
形
の
縁
に
沿
っ
て
文
字
を
歪
め
な
が
ら
笈
書
を
図

1　
　
に
、
垂
直
に
線
を
下
す
よ
り
右
旋
回
で
筆
勢
に
任
せ
書
き
進
め
る
方
が
速
記
に
　
　
象
化
し
、
独
特
の
造
形
美
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
材
質
を
巧
く
利
用
し
て

房
　
　
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
用
書
と
し
て
の
簡
績
で
は
こ
の
筆
法
が
多
用
さ
れ
　
　
特
殊
な
空
間
を
活
か
そ
う
と
し
た
表
現
は
、
漢
人
の
貧
欲
な
装
飾
美
を
追
求
し

ユ第
　
　
た
の
だ
ろ
う
。
慣
れ
た
書
吏
に
か
か
る
と
、
引
き
方
に
工
夫
を
加
え
ま
る
で
書
　
　
た
姿
勢
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
。
⑥
⑦
が
異
常
に
波
礫
を
強
調
す
る
の
は
、

要
　
　
技
を
誇
る
か
の
よ
う
に
か
な
り
巧
み
に
、
斬
新
に
、
と
き
に
は
塗
り
込
み
式
に
　
　
瓦
當
文
と
反
対
に
広
い
石
面
を
充
実
さ
せ
、
細
線
な
が
ら
銘
文
の
上
下
左
右
に

　獅
　
　
誇
張
し
た
作
も
随
分
あ
る
。
書
き
手
の
水
準
を
表
す
一
種
の
デ
モ
ソ
ス
ト
レ
ー
　
　
立
体
的
に
浮
刻
さ
れ
た
紋
様
に
負
け
な
い
よ
う
大
胆
に
表
現
し
た
結
果
に
他
な

噸
シ
．
ソ
的
行
為
に
す
ら
思
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
い
。
そ
れ
ら
に
は
単
な
る
遊
戯
的
．
作
為
的
空
間
処
理
で
は
な
く
、
陰
に

タ
　
　
な
お
こ
れ
ら
長
脚
体
を
示
す
簡
績
の
記
年
は
、
建
碑
が
流
行
す
る
以
前
、
後
　
　
頒
徳
・
紀
功
等
の
建
立
目
的
上
、
王
侯
の
存
在
を
民
衆
に
示
す
手
段
た
る
姿
勢

檀
漢
極
初
期
ま
で
の
も
の
が
大
部
分
で
、
時
代
的
に
は
刻
石
と
肉
筆
と
で
は
流
行
が
内
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
過
ご
し
た
く
は
な
い
。
碑
刻
と
簡
腰
に
み
る
通

鱒
　
　
期
に
矛
盾
を
生
じ
る
。
た
だ
、
後
の
時
代
で
も
肉
筆
類
は
碑
刻
よ
り
も
書
体
、
　
　
行
体
・
速
写
体
と
の
差
異
が
、
こ
の
点
に
あ
る
と
思
う
。

キ究
　
　
書
風
の
進
化
の
過
程
に
つ
き
一
歩
先
の
姿
態
を
表
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

噺
　
こ
の
碑
で
み
る
「
府
」
字
は
「
府
告
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
　
漢
代
の
肉
筆
資
料

散
官
権
の
威
厳
を
碑
面
に
ま
で
反
映
す
る
よ
う
に
、
敢
え
て
強
調
画
に
作
っ
た
感

教
　
　
が
色
濃
い
。
そ
の
抜
き
は
な
た
れ
た
縦
線
の
先
端
は
、
貨
幣
の
形
に
刀
状
が
使
　
　
　
一
九
七
〇
年
代
、
相
つ
い
で
ま
と
ま
っ
た
量
の
重
要
出
土
品
が
あ
っ
た
。

服
用
さ
れ
た
の
と
同
じ
く
、
刀
の
切
っ
先
の
よ
う
に
尖
り
、
完
成
さ
れ
た
横
画
上
雲
篠
謝
（
前
二
〇
六
～
前
一
六
八
）
、
馬
王
堆
喜
墓
簡
績
（
前
＝
ハ
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ん
じ
ゃ
く
ざ
ん
ち
く
か
ん

韓
の
藤
美
と
共
通
す
る
技
巧
的
な
質
の
高
さ
を
看
取
す
る
。
　
　
　
～
前
四
五
）
、
銀
雀
山
竹
簡
（
前
西
○
～
前
＝
八
）
等
が
名
高
い
。
従
来

科
　
　
　
縦
画
ば
か
り
で
な
く
、
波
傑
を
こ
と
さ
ら
長
く
引
く
刻
石
を
次
に
掲
げ
よ
う
。
　
　
の
出
土
品
も
含
め
、
幾
つ
か
参
考
文
献
を
紹
介
し
た
い
。
図
版
類
で
は
、

燗
⑥
綴
徽
諜
無
年
月
四
川
省
渠
県
　
　
　
　
　
　
①
羅
振
王
・
王
国
維
『
流
沙
燧
簡
』
（
京
都
、
一
九
西
年
。
死
九
三
年
再

糖
　
神
道
閾
と
は
祠
廟
や
墓
前
に
位
置
す
る
左
右
一
対
の
石
柱
で
、
．
と
で
は
一
　
版
）

学
　
　
石
を
残
す
の
み
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
労
幹
『
居
延
漢
簡
図
版
之
部
』
全
三
冊
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

激
⑦
傑
葎
醸
無
年
月
四
川
省
渠
県
　
　
　
　
　
　
一
九
五
七
年
。
一
九
七
七
年
再
版
）

新
　
　
　
左
右
両
闘
の
銘
文
上
方
に
羽
根
を
ひ
ろ
げ
た
鳳
鳳
が
浮
刻
し
て
あ
る
。
西
閾
　
　
③
甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
武
威
漢
簡
』
　
（
文
物
出
版
社
、

　
　
　
の
「
豊
」
　
「
令
」
　
「
道
」
字
は
、
行
を
仕
切
る
界
線
を
突
過
し
て
ま
で
の
ば
し
　
　
　
一
九
六
四
年
）

　
　
　
て
い
る
。
東
閾
の
「
沈
」
字
の
波
礫
の
長
さ
は
比
肩
す
る
も
の
な
く
、
加
え
て
　
　
④
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』

　
　
左
払
い
ま
で
大
き
く
の
ば
し
た
所
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
三
年
）



　
　
⑤
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
壼
）
』
　
（
文
物
出
版
社
、
　
　
⑫
『
書
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
　
（
西
域
書
跡
考
察
団
、
柳
原
書
店
、
一
九
九
七
年
）

　
　
　
　
一
九
七
五
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
う
ち
⑲
の
展
示
図
録
に
は
、
西
川
寧
氏
に
よ
る
笈
書
・
古
隷
・
隷
書

　
　
⑥
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
　
（
中
華
書
局
、
一
九
　
　
（
八
分
）
・
草
隷
・
草
書
（
章
草
の
母
体
）
の
概
念
規
定
が
手
際
よ
く
ま
と
め

　
　
　
八
〇
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
、
⑫
に
は
敦
煙
・
居
延
の
現
状
を
伝
え
る
写
真
や
西
安
出
土
で
前
漢
の
紀

　
　
⑦
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
、
他
『
居
延
新
簡
上
下
甲
渠
候
官
』
　
（
中
華
書
局
、
　
年
の
あ
る
「
骨
簸
」
等
新
出
資
料
を
収
録
し
、
巻
末
に
漢
簡
発
掘
研
究
史
略
年

　
　
　
　
一
九
九
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
を
付
す
。

　
　
　
邦
人
編
集
に
よ
る
も
の
で
は
、

　
　
⑧
赤
井
清
美
『
漢
簡
』
全
十
二
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
・
参
考
文
献

　
　
⑨
宇
野
雪
村
『
簡
順
苦
英
』
　
（
玄
美
社
、
一
九
七
七
年
）

こ
　
⑩
大
庭
脩
『
大
英
図
書
館
蔵
．
敦
煙
漢
簡
』
　
（
同
朋
舎
、
一
九
九
〇
年
）
　
　
　
　
　
時
代
を
通
観
す
る
に
は
、
今
ま
で
平
凡
社
（
注
3
）
や
河
出
書
房
刊
行
の

め
　
　
　
木
簡
の
概
説
書
と
し
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
書
道
全
集
』
が
便
利
だ
っ
た
。
例
え
ば
平
凡
社
版
（
一
九
六
五
年
）
第
二
巻

説
⑪
大
庭
脩
『
木
簡
』
（
学
生
社
刊
、
死
七
九
年
）
　
　
　
　
　
「
中
国
・
漢
」
で
は
、
甲
国
書
道
史
2
L
（
神
里
旦
郎
）
・
「
漢
鏡
と
そ

艀
⑫
大
庭
脩
『
木
簡
学
入
門
』
嚢
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
四
年
）
　
　
の
文
字
）
（
梅
原
末
治
）
、
「
漢
晋
の
木
簡
」
（
森
鹿
三
）
、
「
誤
の
形
式
」

）
　
　
⑬
林
剣
鳴
『
簡
績
概
述
』
　
（
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
（
水
野
清
一
）
に
続
い
て
「
図
版
及
び
解
説
」
　
「
書
人
小
伝
」
　
「
年
表
」
を
掲

嘆
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
大
庭
氏
は
斯
界
の
笙
人
者
で
他
に
も
多
く
の
著
載
す
る
・
他
方
・
河
出
書
房
版
（
一
九
五
五
年
）
第
二
登
漢
L
に
は
「
グ
ラ

榛
　
述
が
知
ら
れ
る
。
⑬
は
基
本
資
料
目
録
を
付
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ヤ
」
　
「
図
版
釈
文
及
び
解
説
」
の
他
、
「
漢
代
の
書
道
」
　
（
松
井
如
流
）
、

史
　
　
　
最
近
の
研
究
成
果
を
収
録
し
た
も
の
で
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
国
古
代
の
石
刻
」
　
（
藤
田
国
雄
）
、
　
「
漢
隷
に
つ
い
て
」
　
（
桑
原
翠
邦
）

説
⑭
沓
英
正
『
居
延
蕎
の
研
究
』
（
同
朋
舎
、
死
八
九
年
）
　
　
の
概
説
が
あ
る
・
前
書
は
主
に
⊥
論
学
派
の
東
洋
史
学
者
が
・
後
書
は
書
家
の

帽
⑮
大
庭
脩
『
漢
簡
研
究
』
（
同
朋
企
．
、
死
九
二
年
）
　
　
　
　
執
筆
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
字
典
、
書
法
に
関
し
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
遡
り
、
刊
行
以
来
年
月
が
経
過
し
今
日
で
は
退
色
し
た
記
述
が
あ
る

　
　
⑯
佐
野
光
一
『
木
簡
字
典
』
　
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
。
縮
冊
版
あ
り
）
　
　
こ
と
は
免
れ
な
い
が
、
先
人
の
遺
産
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
、

　
　
⑰
『
簡
憤
吊
書
字
典
』
　
（
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
　
　
　
　
　
　
　
①
中
村
不
折
「
漢
碑
之
研
究
　
附
票
琶
考
」
　
（
『
法
帖
書
論
集
』
雄
山
閣
、
一

　
　
⑱
鄭
恵
美
『
漢
簡
文
字
的
書
法
研
究
』
　
（
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
四
年
）
　
　
　
九
三
五
年
）

　
　
　
最
後
に
国
内
展
覧
、
訪
中
報
告
書
に
つ
い
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
同
　
右
「
漢
碑
之
研
究
下
　
碑
硯
」
　
（
同
右
）

　
　
⑲
『
大
英
図
書
館
　
敦
煙
．
楼
蘭
古
文
書
展
』
　
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
）
　
③
藤
原
楚
水
著
『
図
解
書
道
史
』
第
一
巻
（
省
心
書
房
、
一
九
七
一
年
）

　
　
⑳
『
シ
ル
ク
ロ
：
ド
の
ま
も
り
1
中
国
・
木
簡
古
墓
文
物
展
i
』
　
（
毎
日
新
聞
　
　
を
挙
げ
た
い
。
③
は
豊
富
な
中
国
金
石
著
録
の
言
辞
を
引
用
し
た
文
献
資
料
満

　
　
　
社
、
一
九
九
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
載
の
記
述
と
い
え
る
。
因
み
に
中
国
金
石
著
録
の
中
で
、
と
く
に
漢
碑
に
詳
し

　
　
⑳
西
林
昭
一
『
中
国
甘
粛
新
出
土
木
簡
選
』
　
（
毎
日
新
聞
社
、
毎
日
書
道
会
、
　
　
い
も
の
に
次
が
あ
る
。

8
6
@
　
　
一
九
九
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
翁
方
綱
『
両
漢
金
石
記
』
　
（
二
二
巻
・
『
石
刻
資
料
新
編
』
一
－
一
〇
所
収
）

七



八

8
5
@
⑤
馬
邦
玉
『
漢
碑
録
文
』
　
（
四
巻
・
『
石
刻
資
料
新
編
』
二
ー
八
所
収
）
　
　
　
　
⑬
『
書
品
』
第
三
八
号
（
東
洋
書
道
協
会
、
一
九
五
三
年
）

　
　
　
さ
て
、
通
史
を
学
ぶ
上
で
近
年
の
研
究
成
果
を
収
め
た
も
の
で
は
、
　
　
　
⑭
『
墨
美
』
第
七
四
号
（
墨
美
社
、
一
九
五
八
年
）

　
　
①
『
中
国
美
術
全
集
書
法
笈
刻
編
－
商
周
至
秦
漢
書
法
』
（
人
民
美
術
出
　
と
古
く
か
ら
特
集
が
組
ま
れ
、
注
目
の
的
で
あ
っ
た
。

年
　
　
　
版
社
、
一
九
八
七
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
像
石
．
填
文
．
瓦
當
文
等
に
関
す
る
書
物
は
中
国
で
地
域
ご
と
に
編
絹
さ

螂
　
②
『
中
国
書
道
全
集
』
第
一
巻
「
股
周
秦
漢
」
（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）
　
　
れ
、
枚
挙
に
逞
が
な
い
。
四
川
．
山
東
．
河
南
省
の
も
の
が
多
い
。

－
　
③
西
林
昭
一
責
任
編
集
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
第
二
巻
「
秦
・
漢
1
　
　
⑮
周
到
他
『
河
南
漢
代
画
像
碑
』
　
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）

得
　
　
　
（
石
刻
）
」
　
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
高
文
『
四
川
漢
代
画
像
碑
』
　
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）

ユ第
　
④
『
中
国
書
法
全
集
』
第
七
・
八
巻
「
秦
漢
刻
石
巻
」
（
栄
宝
齋
、
一
九
九
三
　
⑰
長
広
敏
雄
『
漢
代
画
像
の
研
究
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
五
年
）

要
　
　
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
『
中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
碑
刻
画
像
石
』
（
時
事
通
信
社
、
一
九
七
四
年
）

號
を
参
照
さ
れ
た
い
。
④
は
一
九
七
種
の
刻
石
と
秦
漢
刻
石
年
表
を
録
す
。
　
⑲
土
居
淑
子
『
古
代
中
国
の
画
象
石
』
（
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
）

噸
　
次
に
刻
石
を
分
類
し
、
ま
ず
古
隷
は
、
　
　
　
　
　
　
⑳
伊
藤
滋
『
秦
漢
瓦
當
文
』
（
日
本
習
字
並
．
及
協
会
、
死
九
五
年
）

タ
　
⑤
牛
丸
好
一
「
漢
の
小
隷
に
つ
い
て
③
ー
前
漢
の
刻
石
i
」
　
（
『
書
論
』
第
五
　
　
⑳
西
林
昭
一
「
字
博
－
秦
・
漢
期
ー
」
　
（
『
不
手
非
止
』
第
九
号
　
一
九
八
三

皆
　
号
、
一
九
七
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）

鱒
⑥
石
川
九
楊
『
書
の
宇
宙
』
第
四
巻
颪
化
の
美
学
古
隷
L
（
二
玄
社
、
一
　
⑳
は
三
百
余
占
…
の
多
量
を
収
め
、
⑳
鐘
文
の
定
義
や
多
様
な
種
類
を
紹
介

究
　
　
　
九
九
七
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
。

闘
　
因
み
に
⑥
の
シ
リ
美
に
は
「
書
く
こ
と
の
獲
得
踏
」
「
君
臨
す
る
政
　
な
お
、
画
像
石
の
モ
チ
↓
に
は
当
時
の
人
々
の
生
活
の
情
景
、
風
俗
、
神
々

骸
治
文
字
漢
隷
」
二
巻
も
あ
り
、
讐
の
た
め
の
手
引
書
と
し
て
挙
げ
る
。
　
の
姿
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
絵
画
脇
の
題
字
と
と
も
に
画
面
を
読
み
ほ
ぐ
す
興

教
　
　
　
古
隷
と
い
え
ば
、
と
り
わ
け
石
門
摩
崖
が
著
名
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
味
を
換
起
す
る
も
の
で
は
、

服
⑦
『
文
物
』
（
一
九
六
一
年
四
・
五
期
、
一
九
六
三
年
二
期
）
　
　
　
⑫
林
巳
奈
夫
『
石
に
刻
ま
れ
た
世
界
画
像
石
が
語
る
古
代
中
国
の
生
活
と
思

報
⑧
『
石
門
』
笙
．
二
．
三
、
万
（
漢
中
市
博
物
館
、
一
九
八
四
．
一
九
八
六
．
　
想
』
（
東
至
目
店
、
死
九
二
年
）

科
　
　
　
一
九
八
八
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
長
年
の
資
料
集
積
に
裏
付
け
ら
れ
た
わ
か
り
易
さ
が
あ
る
。

燗
⑨
郭
栄
章
著
『
石
門
摩
崖
刻
石
研
究
』
（
陳
西
人
民
美
術
出
版
社
、
死
八
五
　
漢
碑
の
形
状
に
は
素
朴
な
方
形
も
あ
れ
ば
、
円
首
や
圭
首
の
頭
部
に
朱
雀
や

蜘
撃
す
る
詳
し
い
論
文
を
掲
載
董
行
の
図
録
に
　
　
諜
曝
簿
鞍
肪
難
雛
肋
鮮
腱
摺
概

激
⑩
牛
丸
憂
『
漢
中
褒
斜
道
石
門
摩
崖
石
刻
』
（
管
コ
ー
ユ
ニ
ケ
↓
・
ソ
時
代
の
写
し
鏡
で
あ
る
。

新
　
　
　
ズ
、
一
九
八
六
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
関
野
貞
『
支
那
碑
硯
形
式
の
変
遷
』
　
（
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
三
五
年
）

　
　
⑪
『
石
門
漢
魏
十
三
品
』
（
陳
西
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
　
　
　
⑳
関
野
貞
『
支
那
の
建
築
と
芸
術
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
し
ゅ
　
　
　
き
　
ふ
せ
い

　
　
　
な
ど
が
あ
る
。
開
通
褒
斜
道
刻
石
の
み
に
限
っ
て
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
碑
の
起
源
か
ら
蜻
首
・
亀
跣
制
の
定
着
す
る
唐
代
ま
で
の
形
状
の
変
化
に
言

　
　
⑫
『
書
道
』
第
八
巻
第
十
一
号
（
秦
東
書
道
院
出
版
、
一
九
三
九
年
）
　
　
　
及
し
て
い
る
。



　
　
　
図
版
の
集
成
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
は
、
　
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
全
二
〇
八
　
　
　
季
刊
、
定
期
刊
行
物
中
、
漢
碑
の
特
集
を
組
む
も
の
も
多
く
、
一
例
と
し
て

　
　
冊
（
二
玄
社
、
一
九
五
八
～
八
〇
年
）
が
絶
版
と
な
っ
た
今
（
注
4
）
、
　
　
　
　
は
『
書
学
』
第
四
〇
↓
号
「
孔
廟
の
漢
碑
」
　
（
日
本
書
道
教
育
学
会
、
一
九
八

　
　
⑳
『
中
国
法
書
選
』
全
六
〇
冊
（
二
玄
社
、
一
九
八
七
～
九
〇
年
）
　
　
　
　
　
　
三
年
・
注
8
）
　
『
書
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
季
刊
一
八
号
「
教
則
本
・
曹
全
碑
』

　
　
（
⑳
『
原
色
法
帖
選
』
　
（
二
玄
社
、
刊
行
中
・
注
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
研
究
所
、
一
九
九
七
年
・
注
9
）
、
　
『
書
論
』
第
二
九
号

　
　
⑳
『
書
学
大
系
』
碑
法
帖
篇
五
十
巻
　
研
究
篇
十
五
巻
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
　
　
「
祀
三
公
山
碑
」
　
（
書
論
編
集
室
、
一
九
九
三
年
・
注
1
0
）
、
　
『
墨
』
一
〇
八

　
　
　
八
四
～
八
五
年
．
1
1
期
碑
法
帖
篇
全
二
十
巻
あ
り
・
注
6
）
　
　
　
　
　
　
　
号
「
隷
書
大
研
究
②
古
隷
の
世
界
」
　
（
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
等
が
あ

　
　
⑳
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
潅
編
』
　
（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
　
　
り
、
記
載
内
容
は
各
書
性
格
上
、
硬
軟
異
な
る
が
、
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
を
一

　
　
　
八
九
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
列
挙
し
た
。
既
に
終
刊
と
な
っ
て
い
た
り
、
古
い
も
の
で
も
見
逃
せ
な
い
学

　
　
⑲
金
石
拓
本
研
究
会
『
漢
碑
集
成
』
　
（
同
朋
舎
、
一
九
九
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
術
的
論
考
を
多
く
掲
載
し
た
書
物
で
は
、
　
『
書
苑
』
　
（
三
省
堂
・
注
1
1
）
　
『
書

こ
　
⑳
永
田
英
正
編
『
漢
代
石
刻
集
成
』
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
　
　
品
』
　
（
東
洋
書
道
協
会
・
注
1
2
）
　
『
墨
美
』
　
（
森
田
子
龍
・
墨
美
社
・
注
1
3
）

め
　
　
報
告
　
同
朋
舎
、
一
九
九
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
不
手
非
止
』
　
（
不
手
非
止
刊
行
会
・
注
1
4
）
を
挙
げ
た
い
。

謙
⑳
河
南
省
文
化
局
工
作
墜
河
南
現
存
的
漢
碑
L
（
『
文
物
』
一
九
六
四
年
五
　
漢
碑
の
訳
解
に
つ
い
て
は
、

艀
　
期
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
福
本
雅
編
『
中
国
碑
帖
選
訳
注
』
全
三
冊
（
玉
林
堂
、
一
九
八
二
～
八
四

）
　
　
⑫
『
山
東
秦
漢
碑
刻
』
　
（
斉
魯
書
社
出
版
、
一
九
八
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）

嘆
⑳
高
文
・
高
成
剛
編
『
四
川
歴
代
碑
刻
』
（
四
川
大
学
出
版
社
・
一
九
九
〇
年
）
の
上
巻
に
石
門
頒
・
禮
器
碑
・
西
嶽
華
山
廟
碑
・
孔
宙
碑
゜
曹
全
碑
゜
張
遷
碑

榛
　
　
⑭
『
百
柄
本
漢
代
の
隷
書
』
全
八
冊
（
天
来
書
院
、
一
九
九
六
～
九
七
年
・
注
　
　
を
収
録
す
る
。
と
も
す
れ
ば
閑
却
さ
れ
が
ち
の
こ
の
分
野
も
、
し
ば
し
ば
一
般

史
　
　
　
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
に
個
々
の
碑
帖
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
を
散
見
す
る
。
⑳
の
ガ
イ
ド
編
に
も
訳

説
等
が
あ
る
。
例
え
ば
⑳
に
は
③
石
門
頬
④
乙
瑛
碑
⑤
禮
器
碑
⑥
史
農
前
後
碑
⑦
文
を
収
め
る
。

咽
西
狭
頬
⑧
曹
全
碑
⑨
張
遷
碑
0
0
木
簡
．
竹
簡
．
肇
日
を
収
め
る
。
⑱
は
原
帖
通
　
続
い
て
、
漢
代
の
箋
日
に
つ
い
て
は

　
　
り
の
体
裁
を
複
印
し
⑳
で
は
釈
文
・
訓
読
・
口
語
訳
・
概
観
・
書
法
解
説
を
各
　
　
⑰
『
書
品
』
第
八
一
号
「
漢
碑
笈
額
」
　
（
一
九
五
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
冊
掲
載
す
る
。
⑭
は
旧
精
拓
か
ら
文
字
を
選
り
す
ぐ
っ
て
合
装
影
印
し
た
特
徴
　
　
⑱
『
秦
漢
石
刻
的
笈
書
』
　
（
人
民
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
）

　
　
を
も
つ
。
い
わ
ゆ
る
法
帖
刊
行
物
と
し
て
は
、
清
雅
堂
・
西
東
書
房
・
雄
山
閣
　
　
　
ま
た
字
典
で
は
、

　
　
出
版
の
も
の
が
流
布
す
る
が
特
殊
な
も
の
は
、
や
は
り
⑲
⑳
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
⑲
伏
見
沖
敬
『
隷
書
大
字
典
』
　
（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）

　
　
⑳
⑫
⑳
は
地
域
ご
と
に
碑
刻
を
ま
と
め
た
例
で
あ
る
。
研
究
上
、
碑
の
形
状
が
　
　
⑳
『
中
国
隷
書
大
字
典
』
　
（
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）

　
　
窺
え
る
拓
本
の
整
本
（
全
套
本
）
を
掲
載
す
る
の
は
、
　
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
の
　
　
が
あ
り
、
収
載
資
料
目
録
を
完
備
し
て
い
る
。

　
　
他
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
隷
書
」
へ
の
総
合
入
門
書
で
は
類
書
が
多
い
が
、

　
　
⑯
藤
原
楚
水
『
増
訂
簑
宇
貞
石
図
』
　
（
興
文
社
、
一
九
四
〇
年
、
国
書
刊
行
会
　
　
⑪
西
川
寧
編
『
書
道
講
座
』
七
「
隷
書
」
　
（
二
玄
社
、
一
九
七
四
年
・
注
1
5
）

　
　
　
復
刻
、
一
九
八
二
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
定
本
と
し
て
の
充
実
し
た
執
筆
陣
に
よ
る
内
容
が
み
ら
れ
る
。

8
4
@
　
の
大
型
本
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
会
の
動
向
で
特
筆
す
べ
き
は
、
一
九
八
九
年
九
月
泰
安
・
曲
阜
に
お
き

九



一
〇

8
3
@
　
「
中
国
漢
碑
学
術
討
論
会
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
研
究
者
も
参
加
し
た
。
成

　
　
果
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
記

　
　
⑫
中
国
書
法
家
協
会
山
東
分
会
編
『
漢
碑
研
究
』
　
（
斉
魯
書
社
出
版
、
一
九
九

年
　
　
　
○
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
帖
影
印
本
に
つ
き
、
本
文
に
紹
介
し
た
出
版
社
以
外
の
も
の
や
個
人
刊
行

螂
　
　
に
収
め
ら
れ
、
多
角
的
に
碑
刻
を
剖
析
し
て
い
る
。
国
内
で
は
歴
史
研
究
の
分
　
　
書
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
銘
記
し
た
い
。

1　
　
野
で
、
簡
憤
や
漢
碑
の
銘
文
を
中
心
と
す
る
金
石
資
料
中
の
記
述
を
活
用
し
た
　
　
①
坂
田
玄
翔
、
王
思
礼
、
頼
非
編
『
山
東
新
出
土
漢
碑
石
五
種
』
　
（
天
来
書
院
、

房
　
　
論
考
を
諸
本
に
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
一
年
）

ユ第
　
　
　
漢
代
の
書
論
で
伝
わ
る
も
の
は
数
少
い
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
穰
盗
刻
石
や
蒼
山
城
前
村
漢
画
像
石
題
記
等
、
漢
碑
の
宝
庫
な
ら
で

要
　
　
⑬
中
田
勇
次
郎
編
『
中
国
書
論
大
系
』
第
一
巻
「
漢
魏
晋
南
北
朝
」
　
（
二
玄
社
、
　
　
は
の
優
品
を
収
め
る
。

　鼎
　
　
一
九
七
七
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
『
国
初
拓
漢
三
老
諄
字
忌
日
記
初
拓
本
付
漢
隷
四
種
』
（
木
難
室
）

噸
⑭
『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
笙
巻
「
中
国
書
論
史
漢
魏
巫
・
南
北
朝
」
三
玄
　
右
に
は
主
題
に
み
え
る
刻
石
の
他
、
莱
子
侯
刻
石
、
魯
孝
王
刻
石
、
陽
三
老

タ
　
　
社
、
一
九
八
四
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
堂
題
記
、
口
臨
為
父
通
作
封
記
を
併
収
す
る
。
印
刷
も
精
巧
。

妙
　
⑯
『
精
葦
図
説
書
法
論
』
第
一
巻
「
漢
魏
六
朝
」
（
西
東
書
房
、
一
九
八
八
年
）
　
③
『
蒼
山
元
嘉
元
年
画
像
石
墓
題
記
』
（
書
声
会
、
一
九
八
四
年
）

鱒
等
が
あ
る
。
⑬
は
原
文
の
読
解
に
詳
し
く
⑭
で
は
文
献
に
よ
皇
日
論
の
通
史
が
　
①
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
銘
文
を
有
す
る
画
像
石
で
は
注

究
　
　
展
開
さ
れ
、
⑮
に
は
書
論
に
よ
る
書
法
の
紹
介
を
図
示
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
　
　
目
の
遺
品
。

闘
⑬
に
は
「
説
文
解
字
叙
」
（
後
漢
・
許
愼
、
福
本
雅
一
訳
）
、
「
輩
書
」
④
松
丸
東
魚
編
『
護
瓦
墓
』
（
白
紅
社
、
一
九
七
三
年
）

破
（
後
漢
．
趙
壼
、
杉
村
邦
彦
訳
）
を
、
⑮
に
は
「
奮
書
説
」
（
後
漢
．
奮
、
　
松
丸
氏
個
人
が
刊
行
し
た
法
帖
叢
書
の
扁
。

教
　
　
森
高
雲
解
説
）
、
　
「
票
…
邑
石
室
神
授
筆
勢
」
　
（
察
琶
、
森
素
香
解
説
）
を
掲
載
　
　
⑤
『
漢
封
龍
山
碑
』
　
（
書
芸
文
化
新
社
、
一
九
六
一
年
）

服
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
『
漢
禮
器
碑
』
（
書
芸
文
化
新
社
）

鱗
て
矯
飛
轟
麺
歓
の
誕
籍
鱒
隔
繍
越
携
⑦
＝
醸
灘
鞍
騨
灘
転
齢
碑
勤
日
道
L
シ
リ
ー
ズ
。

燗
　
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
『
古
文
鐘
美
』
（
玄
美
社
、
玄
美
社
法
書
名
品
選
第
五
集
、
一
九
七
二
年
）

糖
⑯
杉
村
邦
彦
妻
．
』
の
生
成
と
評
論
L
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
五
巻
第
二
⑨
『
嚢
梁
祠
画
像
題
字
呉
江
陸
恢
集
装
』
（
玄
美
社
肇
．
名
。
叩
選
、
死

学
　
　
　
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
年
）

激
が
あ
る
。
こ
の
他
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
『
明
拓
衡
方
碑
』
（
玄
美
社
名
品
選
第
廟
＋
輯
、
死
七
三
年
）

新
　
⑰
丹
羽
党
子
「
票
琶
－
文
人
の
原
形
1
」
（
『
書
論
』
第
二
号
所
収
）
　
　
　
⑪
『
旧
拓
西
狭
頬
』
（
玄
美
社
名
品
選
第
三
期
三
輯
、
一
九
七
八
年
）

　
　
は
、
後
世
の
い
わ
ゆ
る
「
文
人
」
の
原
形
を
後
漢
の
票
琶
（
＝
二
二
～
一
九
二
）
　
⑫
『
填
瓦
當
集
英
』
（
玄
美
社
名
品
選
第
五
期
八
．
九
輯
、
一
九
八
六
年
）

　
　
　
に
見
出
し
た
論
考
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
『
蔵
拓
古
博
集
録
』
（
書
学
院
出
版
部
、
一
九
七
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
『
漢
邨
閣
頬
』
（
書
学
院
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）



　
　
⑮
『
陶
博
瓦
削
文
字
集
録
』
（
書
学
院
出
版
部
、
一
九
八
一
年
）
　
　
　
　
　
5
『
原
色
法
帖
選
』
に
は
禮
器
碑
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、
曹
全
碑
、
張
遷

　
　
⑯
『
漢
祀
三
公
山
・
三
公
山
碑
』
（
玄
美
社
名
品
選
第
六
期
一
輯
、
書
学
院
出
　
　
碑
（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）
、
乙
瑛
碑
（
同
上
）
の
漢
碑
を
収
め
る
。

　
　
　
版
部
、
一
九
八
七
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
『
書
学
大
系
』
に
は
1
期
に
瓦
當
、
開
通
褒
斜
道
刻
石
、
石
門
頬
、
禮
器
碑
、

　
　
　
⑨
か
ら
⑯
ま
で
は
宇
野
雪
村
氏
収
蔵
の
拓
本
を
中
心
と
す
る
、
名
家
の
逓
伝
　
　
　
曹
全
碑
、
張
遷
碑
、
木
簡
（
二
冊
）
、
n
期
に
乙
瑛
碑
、
西
狭
頬
、
孔
宙
碑
、

　
　
を
経
た
旧
拓
の
影
印
本
。
比
田
井
南
谷
氏
主
宰
の
書
学
院
製
作
本
を
含
む
。
老
　
　
　
サ
宙
碑
を
収
め
る
。

　
　
舗
の
法
帖
出
版
店
の
刊
行
書
に
み
ら
れ
な
い
古
典
の
集
録
が
行
わ
れ
て
い
る
。
　
　
7
『
百
柄
本
・
漢
代
の
隷
書
』
に
は
禮
器
碑
、
曹
全
碑
、
開
通
褒
斜
道
刻
石
、

　
　
⑰
『
漢
碑
拓
本
特
集
』
（
財
・
書
壇
院
、
吉
田
苞
竹
記
念
会
館
図
録
第
九
号
、
　
　
乙
瑛
碑
、
張
遷
碑
、
楊
准
表
記
、
鮮
干
蹟
碑
、
史
農
碑
を
収
め
る
。

　
　
　
　
一
九
七
七
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
『
書
学
』
に
も
漢
碑
の
特
集
が
多
く
み
ら
れ
、
例
え
ば
石
門
頬
（
三
五
四
号
）
、

　
　
　
書
壇
院
の
創
始
者
．
吉
田
苞
竹
氏
の
蒐
集
し
た
拓
本
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
　
　
　
史
農
前
碑
（
三
七
六
号
）
、
史
農
後
碑
（
三
八
五
号
）
、
孔
廟
禮
器
碑
（
四

こ
　
　
て
展
示
さ
れ
た
も
の
の
図
録
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
．
四
一
六
号
）
、
瓦
當
文
（
四
二
五
．
四
二
六
号
）
、
サ
宙
碑
（
四
五

め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
号
）
、
漢
隷
拾
遺
〈
武
氏
祠
石
闘
銘
、
衡
方
碑
、
孔
彪
碑
〉
　
（
四
五
五
号
）

就
　
　
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
が
近
刊
に
あ
る
。
特
集
を
組
ん
だ
も
の
か
ら
と
く
に
著
名
な
古
典
を
選
び
、

鮮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
書
学
名
蹟
選
』
と
し
、
韓
仁
銘
、
西
狭
頒
、
張
遷
碑
等
を
収
め
て
い
る
．
」

ー
　
　
1
従
来
の
陶
文
資
料
に
は
『
秦
代
陶
文
』
　
（
衰
仲
一
編
著
・
三
秦
出
版
社
・
一
　
　
　
と
を
付
記
す
る
。
石
橋
犀
水
、
藤
原
楚
水
、
松
井
如
流
氏
等
の
解
説
が
あ
る
。

嘆
　
　
九
八
七
年
）
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
『
書
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
は
楊
准
表
記
（
二
五
号
）
、
隷
書
三
十
体
（
二
九

榛
　
　
2
例
え
ば
「
長
垣
本
」
を
収
録
し
た
影
印
本
で
は
、
　
『
書
苑
』
や
西
東
書
房
法
　
　
　
号
）
、
教
則
本
・
西
嶽
華
山
廟
碑
（
四
〇
号
）
、
祀
三
公
山
碑
（
一
八
号
）

史
　
　
　
帖
、
　
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
、
　
『
季
刊
書
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
　
（
四
〇
号
）
が
あ
　
　
　
の
グ
ラ
ビ
ア
特
集
が
あ
る
。
論
考
で
は
「
古
代
隷
書
の
主
な
研
究
論
文
と
図

舗
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
」
（
二
九
号
）
等
Q

姻
3
平
凡
社
版
『
圭
日
道
全
集
』
に
は
所
謂
「
旧
版
」
と
称
す
戦
前
刊
行
分
が
あ
る
。
m
『
書
論
』
に
は
漢
碑
に
関
す
る
論
考
と
し
て
「
漢
の
摩
崖
に
つ
い
て
」
（
牛

　
　
　
第
二
巻
「
樂
浪
・
前
漢
・
後
漢
・
刻
石
文
」
　
（
一
九
三
〇
）
、
第
三
巻
「
漢
　
　
　
丸
好
一
、
第
一
号
）
、
　
「
漢
の
小
隷
に
つ
い
て
ω
②
③
」
　
（
牛
丸
好
一
、
第

　
　
　
晋
代
木
簡
・
其
他
真
蹟
・
瓦
當
・
博
・
印
璽
・
封
泥
」
　
（
一
九
三
一
年
）
。
　
　
　
二
・
四
・
五
号
）
、
　
「
百
漢
硯
碑
追
躍
」
　
（
杉
村
邦
彦
、
第
十
四
号
）
、

　
　
4
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
に
収
録
さ
れ
る
も
の
は
、
⑪
衰
安
碑
⑲
乙
瑛
碑
⑲
サ
宙
　
　
　
「
最
近
発
見
さ
れ
た
漢
～
唐
書
道
史
関
係
資
料
」
　
（
大
庭
脩
、
第
十
八
号
）
、

　
　
　
碑
㊧
夏
承
碑
⑩
瓦
當
⑫
開
通
褒
斜
道
刻
石
⑳
韓
仁
銘
⑱
⑪
居
延
漢
簡
⑮
権
量
　
　
　
「
文
房
閑
話
④
1
前
漢
の
王
陵
塞
石
刻
石
」
　
（
牛
丸
好
一
、
第
十
八
号
）
、

　
　
　
銘
⑪
孔
宙
碑
⑲
三
老
誹
字
忌
日
記
⑰
祀
三
公
山
碑
⑯
嵩
山
三
閾
銘
⑳
西
嶽
華
　
　
　
「
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
出
土
の
文
字
資
料
」
　
（
片
山
智
士
、
第
十
八
号
）
、

　
　
　
山
廟
碑
⑱
西
狭
類
⑳
石
門
頬
④
石
鼓
文
⑳
博
文
⑤
曹
全
碑
⑲
大
吉
買
山
地
記
　
　
　
「
祀
三
公
山
碑
ー
解
題
並
び
に
訳
註
」
　
（
藤
田
高
夫
、
二
九
号
）
、
　
「
祀
三

　
　
　
⑭
泰
山
刻
石
⑱
張
景
造
土
牛
碑
⑰
張
寿
残
碑
⑯
張
遷
碑
⑱
⑪
敦
煙
漢
簡
⑪
吊
　
　
　
公
山
碑
に
つ
い
て
1
特
に
そ
の
書
体
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
井
垣
清
明
、
二
九
号
）

　
　
　
書
⑲
廉
孝
禺
刻
石
⑱
武
威
漢
簡
⑭
武
梁
祠
画
像
題
字
⑪
邨
閣
頒
⑫
封
龍
山
頬
　
　
　
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
⑲
北
海
相
景
君
碑
⑱
⑱
⑪
木
簡
残
紙
⑱
孟
旋
残
碑
⑱
楊
量
買
山
地
記
⑳
楊
准
　
　
1
1
『
書
苑
』
に
は
西
嶽
華
山
廟
碑
に
関
す
る
内
容
（
二
ー
九
）
、
特
集
と
し
て

8
2
@
　
　
表
記
、
で
あ
る
（
五
十
音
順
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
勅
造
孔
廟
禮
器
碑
（
五
－
四
）
、
漢
淳
干
長
夏
承
碑
（
五
i
九
）
、
孔
宙

二



一
二

1
　
　
　
碑
（
七
－
一
）
、
西
狭
頒
（
七
－
九
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
『
書
苑
』
に
収
　
　
　
等
が
特
集
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
創
刊
、
一
九
八
〇
年
終
刊
。

8
　
　
　
録
す
る
拓
本
は
、
中
村
不
折
書
道
博
物
館
蔵
品
が
多
い
。
論
考
で
は
「
支
那
　
　
1
4
『
不
手
非
止
』
に
は
特
集
・
論
考
に
「
新
・
欝
平
大
サ
漏
君
儒
人
画
像
石
墓

　
　
　
の
西
陸
に
襲
見
さ
れ
た
漢
晋
間
の
木
簡
に
就
い
て
」
　
（
石
田
幹
之
助
、
一
－
　
　
　
の
題
記
に
つ
い
て
」
　
（
西
林
昭
一
、
五
号
）
、
　
「
特
集
封
龍
山
類
」
　
（
六
号
）
、

年
　
　
　
一
）
、
　
「
漢
代
建
碑
の
流
行
及
び
其
時
世
の
禁
制
に
就
い
て
」
　
（
市
村
讃
次
　
　
　
「
特
集
開
通
褒
斜
道
刻
石
」
　
（
七
号
）
、
　
「
新
資
料
紹
介
鮮
干
蹟
碑
に
つ
い

螂
　
　
　
郎
、
ニ
ー
九
）
、
　
「
漢
碑
に
見
え
た
る
守
令
・
守
長
・
守
丞
・
守
尉
等
の
官
　
　
　
て
」
　
（
澤
田
雅
弘
、
八
号
）
、
　
「
グ
ラ
ビ
ア
　
動
物
．
文
字
條
博
」
　
（
九
号
）
、

－
　
　
　
に
就
い
て
」
　
（
濱
口
重
國
、
七
ー
一
）
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
特
集
秦
漢
古
鉢
印
選
」
　
（
十
号
）
、
　
「
画
像
石
題
記
の
世
界
」
　
（
西
林
昭

房
　
　
1
2
『
書
品
』
で
は
漢
画
像
石
題
字
集
（
二
二
号
）
、
楊
准
表
紀
集
（
二
七
号
）
、
　
　
　
一
・
十
号
）
等
が
あ
る
。

ユ第
　
　
　
祀
三
公
山
碑
（
一
一
二
号
）
、
開
通
褒
斜
道
石
刻
（
三
八
号
）
、
乙
瑛
碑
（
五
　
　
1
5
二
玄
社
刊
『
書
道
講
座
』
は
所
謂
、
旧
版
と
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
（
一
九

要
　
　
　
一
号
）
、
三
老
諄
字
忌
日
記
（
五
八
号
）
、
漢
人
木
簡
集
・
隷
書
篇
（
六
八
　
　
　
五
六
年
）
、
　
「
隷
書
の
ま
と
め
方
」
　
（
川
村
騨
山
）
等
を
収
録
す
る
。

　鼎
　
　
　
号
）
、
封
龍
山
頬
（
六
九
号
）
、
漢
人
木
簡
集
．
草
書
篇
（
七
〇
号
）
、
漢

噸
　
嚢
額
（
△
号
）
、
秦
漢
瓦
當
文
字
（
八
六
号
）
、
未
断
本
墓
碑
（
八

タ
　

九
号
）
、
漢
代
刻
字
甑
集
（
九
一
号
）
、
装
零
紀
功
碑
（
一
〇
六
号
）
、
析

廿
　
里
橋
邨
閣
頬
（
δ
八
号
）
、
萎
碑
・
衰
徹
碑
（
＝
○
号
）
、
安
陽
漢

鱒
　
刻
五
種
（
三
八
号
）
、
韓
仁
銘
（
三
九
号
）
、
朝
侯
小
子
残
碑
（
西

究
　
　
　
○
号
）
、
張
寿
残
碑
（
一
五
二
号
）
、
甘
陵
相
残
碑
（
一
五
四
号
）
、
孟
旋

噺
　
残
碑
（
エ
ハ
喜
）
、
張
景
造
土
牛
碑
（
毛
二
号
）
、
四
川
刻
石
五
種

骸
　
（
毛
四
号
）
、
光
和
三
公
山
碑
三
〇
六
口
万
）
、
校
官
碑
三
三
号
）
、

教
　
　
　
馬
王
堆
三
号
漢
墓
吊
書
老
子
甲
本
（
二
五
八
号
）
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
吊
書

服
　
老
子
乙
本
三
六
四
号
）
、
小
玲
朧
山
館
本
西
嶽
華
山
廟
碑
三
六
七
号
）
、

郷
　
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
．
孫
子
兵
法
三
七
喜
）
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
．
繧

科
　
　
　
兵
法
（
二
七
三
号
）
、
四
川
犀
浦
漢
簿
書
残
碑
（
二
八
二
号
）
、
武
威
医
簡

燗
　
三
八
四
号
）
、
済
寧
漢
碑
三
八
八
号
）
、
馬
王
堆
漢
墓
医
簡
三
九
二

鮪
　
号
）
、
漢
金
文
三
九
三
号
）
、
楼
蘭
新
出
土
の
木
嚢
紙
三
九
八
号
）

学
　
　
　
等
の
特
集
が
あ
る
。
著
名
な
文
物
以
外
に
も
、
主
幹
西
川
寧
氏
の
金
石
趣
味

獄
　
が
灌
し
た
珍
し
い
資
料
の
紹
介
、
大
陸
か
ら
伝
わ
る
新
出
資
料
に
対
応
し

新
　
　
　
た
内
容
の
図
版
・
記
事
が
み
え
る
。
一
九
四
九
年
創
刊
、
一
九
八
九
年
終
刊
。

　
　
　
1
3
『
墨
美
』
で
は
傳
（
一
七
号
）
、
開
通
褒
斜
道
刻
石
（
一
八
号
）
、
木
簡

　
　
　
　
（
五
七
号
）
、
居
延
出
土
の
木
簡
（
六
七
号
）
、
開
通
褒
斜
道
刻
石
（
七
四

　
　
　
　
号
）
、
木
簡
（
九
二
号
）
、
石
門
頬
（
九
六
号
）
、
楊
准
表
紀
（
九
八
号
）


